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《授業運営における問題点》 
ZOOM 導入による受講生の授業参加にかんする問題点についても言及したい．自宅ない

しは自室にいるせいか，教室では考えられないような行動が見られた． 

【ZOOM利用時に見られた受講生の問題行動の一例】 
内容 件数(延べ) 備考 

Wi-Fiの電波状況が悪い，パソコンの故障で授業が受けら

れなかったとメールで事後報告 

10 件以上 報告時間に応じて遅刻・欠

席扱い 

電話をしていたがミュートが解除して通話内容がクラス

全体に漏れ聞こえた 

2 件 欠席扱いとして処理 

指名時に「移動中なので教科書が開けない」と答える 3 件 欠席扱いとして処理 

指名時にちょうどインターフォンが鳴って宅急便を受け

取りたいと申し出た 

1 件 

指名時に映像が中断した．家族が電子レンジを使用してい

たと事後報告がある 

1 件 

上記は問題行動の一例だが，とくに取り決めがないためこちらの判断で処理した．一方で

熱心に取り組む受講生も一定数存在した．対面授業時よりも質問を受ける回数が圧倒的に

多く，授業時間後に一時間近く対応することもたびたびあった．このほか，大学の開放教室

で受講している学生は指名しても発言がはばかられる環境にあるといった問題は担当授業

でも見られ，それぞれの受講環境に配慮する必要があった． 

《中国語学習における問題点》 
オンラインでの中国語学習について，以下の問題点が挙げられる．

(1) 文字入力
 中国語は初級文法が学習しやすい言語，漢字を使っているので理解しやすいといわれ

る．対面式の授業においてとくに指定がない限り受講生は，練習問題や試験は漢字(簡
体字)で解答していた．ところが，オンライン授業での試験は文字入力の際にピンイン
が必須となる．先にも触れたが，音声は別として中国語は通常ピンインで入力する．こ

のため，受講生は簡体字のほかにピンインの習得も必要になる．長期的な展望をもって

中国語学習を考えているならいざ知らず，初級の段階では簡体字を書けてもピンインま
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で覚えるのは時間的にも限度がある．ZOOM のホワイトボード機能を使えば受講者に

書いてもらうことも可能だが，50 名を超える受講生を相手にする場合は非効率的であ

り，オンライン授業が継続する場合はより効果的な方法を今後も模索する必要がある． 

(2) 発音練習
対面授業では可能だった教室を巡回しながらの発音チェック，発音テストも，オンラ

イン授業になると相対的に制限された．加えて筆者のパソコン環境では教材の音源資料

を有効活用できず，代替策として前述の発音アプリの声調確認くんを利用したものの，

教科書の表現がない，練習できる用例数が少ないといった問題点から，今後オンライン

授業を担当する際は地震の環境改善ならびに担当授業に沿った音声資料の提供を検討

する必要がある7．

(3) 問題演習
 従来の対面式授業では教科書以外にも，受講生の習得状況に応じて参考資料や問題を

プリントの形で配布していた．問題演習では教科書の練習問題や別途配布した練習問題

を解答してもらい，得点制で自主的に板書してもらう形式をとって，成績評価の一部に

していた． 
オンライン授業では事前に授業レジメを配布していたが相対的な進度は対面授業よ

りも遅くなり，解説も通り一遍の内容になりがちだった．この理由については現時点で

はまだ解明できていないため，今後の課題としたい． 

おわりに 

「同じ釜の飯を食う」という慣用句はオンライン授業にはあてはまらないかもしれない．た

だ，資料配布のみの授業と ZOOM を導入した授業を行った経緯を踏まえると，たとえデジ

タル媒体を介しても互いの顔(視覚)や声(聴覚)を認知できることで，受講生の不安感はある
程度軽減された印象を受けた．皮肉なことに ZOOMは中国人エンジニアが開発したと聞く

が，このシステムがなければオンライン授業はいっそう混迷をきたしただろう．

オンライン授業を経験したことで．改めて対面授業の持つ利点を確認した．精神科医の斎

藤環氏は「親密になるということは体液を交換しているのだ．エアロゾルを交換し合ってい

る」と対話の重要性を説いている8．古くから人間は文通などの手段で離れた場所にいる他
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者と交流を保ってきたが，手紙や電話などはあくまで補助的な道具にすぎない．人間同士の

真の交流は同じ空間にいて五感を駆使して初めて成立する．斎藤氏の指摘は非言語コミュ

ニケーションの果たす役割の大きさを再認識させるものであり，今回担当した科目にも重

なる部分が少なくない．今後は授業を通じて外国語習得における非言語要素がもたらす影

響についても検討したい． 

 

 
註： 

1 これまで幾度となく投稿や発表の機会を与えてくださり，今回の投稿をご快諾くださった大阪大学 CO

デザインセンター教授林田雅至先生に衷心より御礼申し上げます． 

2 NHK「ニュースほっと関西」（18:10～19:00）2020 年 3 月 30日放映分 

3 https://www.cmc.osaka-u.ac.jp/?page_id=6184 

4 四声ともいう．中国語(北京語をもとに作られたいわゆる標準語)には４種類の声調があり，それぞれ第

一声，第二声，第三声，第四声と呼ぶ． 

 

6 たとえば，身体的な事情から特別な配慮が必要な受講生から履修希望があったので急きょ当初予定して

いた授業内容を見直した．しかし，所属学部の規程で単位として認められないことが分かると当該学生は

履修を取り消した． 

7 朝日出版社は発音教材『快音』を期間限定で無料配信した．相場他(2020)は指導に役立つネット上の技

術例として，中国語ネイティブではない教授者が中国語文をチェックする際に参考にできるもの：Google

翻訳，会話文の音声を作成する際に役立つもの：Sound of Text，Text to Speech，オンライン授業など

で，ビデオの形で提出させる際に役立つもの：Flipgrid などを挙げる反面，あくまで教授者向けであり学

習者に安易に紹介すべきでないと示した． 

8 ハートネット TV「インタビューシリーズ『コロナの向こう側で(2)～斎藤環さん～』」(E テレ 2020 年

6 月 2 日放送) 
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